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臨床研究に関する情報 
 

当院および以下の共同研究機関では、以下の臨床研究を実施しております。この研究は、

研究用に保管された検体を用いて行います。このような研究は、厚生労働省・文部科学省

の「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」（平成 26 年文部科学省・厚生労働省告

示第 3 号）の規定により、研究内容の情報を公開することが必要とされております。この

研究に関するお問い合わせなどがありましたら、以下の問い合わせ先へご照会ください。 

[研究課題名]  成熟 T/NK 細胞性腫瘍各病型における分子病態と治療反応性の基礎的検討

（NJHSG-PTCL21） 

[研究機関名・長の氏名]  北海道大学病院  南須原 康行 

[研究代表機関名・研究代表者名・所属] 北海道大学病院 血液内科 教授 豊嶋 崇徳 

[研究責任者名・所属] 北海道大学病院 血液内科 講師 中川 雅夫  

[共同研究機関名・研究責任者名] 

 北海道大学病院 血液内科 中川雅夫 

 札幌北楡病院 血液内科 太田秀一 

 市立札幌病院 血液内科 山本聡 

 愛育病院 血液内科 盛暁生 

 北海道がんセンター 血液内科 黒澤光俊 

 札幌厚生病院 血液内科 高畑むつみ 

 勤医協中央病院 血液内科 佐賀智之 

 斗南病院 血液内科 長谷山美仁 

 NTT札幌病院 臨床検査科 高桑康成 

 市立函館病院 血液内科 堤豊 

 市立旭川病院 血液内科 柿木康孝 

 釧路ろうさい病院 内科 宮城島拓人 

 帯広厚生病院 血液内科 小林一 

 北見赤十字病院 内科 永嶋貴博 

 市立稚内病院 内科 国枝保幸 

 手稲渓仁会病院 血液内科 酒井基 

 久留米大学医学部 病理学講座 大島孝一 

 国立がん研究センター研究所 分子腫瘍学分野 片岡圭亮 

 筑波大学 医学医療系血液内科学 坂田麻実子 

 

[研究の目的]  

リンパ腫細胞の機能に関わる分子に関して、成熟 T/NK細胞性腫瘍疾患群別の発現頻度・

臨床病態・予後との関係を明らかにする 



[研究の方法]  

○対象となる患者さん 

成熟 T/NK細胞性腫瘍の患者さんで、2000年 4月 1日から本研究実施許可日までの間

に、成熟 T/NK細胞性腫瘍診断目的に検体採取・保管に同意された方。 

○利用する検体・カルテ情報 

検体：リンパ節・皮膚などリンパ腫診断に寄与した検体 

カルテ情報：診断名、年齢、性別、身体所見、治療歴、検査結果（血液検査、組織生

検検査、画像検査等） 

 

この研究は、当院の関連病院で成熟 T/NK 細胞性腫瘍の患者さんの治療を行っている

機関で実施します。上記の検体や診療情報は、タンパク・mRNA 発現および遺伝子の解

析のために、北海道大学病院の他、共同研究機関の久留米大学医学部、国立がん研究セ

ンター研究所、筑波大学、検査施設の東京大学に郵送または電子的配信で送付されるこ

とがあります。 

 

[研究実施期間] 

研究実施許可日～2030年 3月 31日（登録締切日：2024 年 3 月 31 日） 

 

この研究について、研究計画や関係する資料、ご自身に関する情報をお知りになりた

い場合は、他の患者さんの個人情報や研究全体に支障となる事項以外はお知らせするこ

とができます。 

研究に利用する患者さんの個人情報に関しては、お名前、住所など、患者さん個人を

特定できる情報は削除して管理いたします。また、研究成果は学会や学術雑誌で発表さ

れますが、その際も患者さんを特定できる情報は削除して管理いたします。 

本研究で得られたデータは、公衆衛生の向上に貢献する他の研究を行う上でも重要な

データとなるため、データを NBDC ヒトデータベース（DBCLS が運営）、EGA（European 

Genome-phenome Archive）、DDBJ（DNA Data Bank of Japan）、NCBI（National Center for 

Biotechnology Information）、その他国内外の公的データベースに登録し、国内外の多

くの研究者と共有する可能性があります。将来、どの国の研究者がデータを利用するか

現時点ではわかりません。しかし、どの国の研究者に対しても、日本国内の法令や指針

に沿って作成されたデータベースのガイドライン等に準じた利用が求められます。研究

結果がデータベースを介して国内外の研究者に利用されることによって研究全体が推

進され、新規技術の開発が進むとともに、今まで不可能であった疾患の原因の解明や治

療法・予防法の確立に貢献する可能性があります。研究から得られたデータをデータベ

ースから公開する際には、データの種類によってアクセスレベル（制限公開、非制限公

開）が異なります。個人の特定につながらない、頻度情報・統計情報等は非制限公開デ

ータとして不特定多数の者に利用され、個人毎のゲノムデータ等は制限公開データとし、

科学的観点と研究体制の妥当性に関する審査を経た上で、データの利用を承認された研

究者に利用されます。研究成果が論文や学会等で発表された場合は、同意を撤回されて

も論文や学会で発表された内容を取り下げることはできません。また、公的データベー

スから個人毎のデータが公開されている場合であっても、あなたのデータを特定できな

い場合は破棄できない可能性があります。 

 



＊上記の研究に検体・情報を利用することをご了解いただけない場合は以下にご連絡くだ

さい。 

[連絡先・相談窓口] 

北海道札幌市北区北 14条西 5丁目  

北海道大学病院血液内科   担当医師 中川雅夫 

電話 011-706-7214   


